
1983 ・ 3 ・ 31)何故受身か? (1国語学J 132築

何

故

受

身

か

?

||
〈
視
点
〉
か
ら
の
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ

||

要

旨

非
情
の
受
身
は 、
日
本
語
固
有
の
受
身
で
は
な
く 、
明
治
以
後 、

西
洋
語
の
影
響
で
発
達
し
た 、
と
い
う
の
が
明
治
以
来
の
遊
説
で
あ

る
が 、
と
れ
に
対
す
る
批
判
的
研
究
が
す
で
に
あ
る 。
事
実 、
非
情

の
受
身
は
古
語
に
も
か
な
り
あ
る
の
で
あ
っ

て 、
通
説
が
成
り
た
た

な
い
乙
と
は
明
ら

か
で
あ
る 。

で
は一
体
受
身
と
は
何
で
あ
る
か。
古
語
と
現
代
語
の
受
身
は
ち

が
う
の
か、
同
じ
な
の
か。
日
本
語
と
西
洋
語
の
受
身
は
ち
が
う
の

か、
同
じ
な
の
か。

受
身
を
直
接
受
身

l||
能
動
文
の
主
語
と
目
的
語
と
を
入
れ
か
え

た
も
の

ーー
に
限
っ

て
い
え
ば 、
話
し
手
が
そ
の
八
視
点
〉
を
〈
動

作
主
V
に
お
く

か、
八
受
動
者
〉
に
お
く

か
と 、
そ
の
序
列
の
仮
説

に
よ
っ

て 、
何
故
受
身
文
が
使
わ
れ
る
か
の
説
明
が
で
き
る 。
乙
の

仮
説
は
か
な
り
普
通
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が 、
そ
れ
を
認
め
た
う

え
で 、
時
代
に
よ
る 、
あ
る
い
は
言
語
に
よ
る
受
身
文
の
現
わ
れ
方

は
た
し

か
に
ち
が
う
と
乙
ろ
が
あ
る 。
受
身
文
は
と
の一
般
性
と
特

殊
性
の
両
面
か
ら
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

小
論
で
は
ζ
の
八
視
点
〉
の
仮
説
を
裏
づ
け
る
ケ
l

ス
・
ス
タ
デ

奥

津

敬

良E

イ
と
し
て 、
『
枕
草
子』
と
『
徒
然
草』
を
中
心
に 、
受
身
文
の
主

主叩
と
術
語
の
有
生
性 、
無
生
性 、
そ
の
出
現
率 、
受
身
文
の
型
と
そ

の
出
現
率 、
な
ど
を
検
討
す
る 。

そ
の
結
果 、
非
情
の
受
身
非
固
有
説
は
や
は
り
成
立
し
な
い
と

と 、
八
視
点
〉
の
原
理
で
古
語
の
受
身
文
も
う
ま
く
説
明
で
き
る
と

と
を
述
べ
る 。

て
「
非
情
の
受
身
非
固
有
説」

二 、
『
枕
草
子』
『
徒
然
草』
の
受
身
文

三 、
直
接
受
身
文
と
間
接
受
身
文

四 、
中
立
的
意
味
の
受
身

五 、
八
視
点
〉
の
原
理
と
受
身
文

六 、
主
語・
補
語・
型

七 、
受
身
文
の
型
と
八
視
点
V

八 、
八
視
点
〉
固
定
の
原
則

九 、
文
体
の
ち
が
い
と
受
身
文

十 、
お
わ
り
に

文
献
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付
言己

「
非
情
の
受
身
非
固
有
説
」

「
非
情
の
受
身」 、
つ
ま
り
無
生
名
詞
を主
語
と
す
る
受
身
文
は 、
日
本
語

に
固
有
の
受
身
で
はな
い 、
と
い
う
の
が
わ
が
国
文
法
の
通
説
で
あ
る 。
ζ
れ

を
「
非
情
の
受
身
非
固
有
説」
|

以
下
「
非
固
有
説」
|

と
名づ
け
て
お
く 。

更
に
乙
の
通
説
に
よ
れ
ば、
非
情
の
受
身
の
意
味
は
利
害
に
中
立
で
あ
る
が 、

有
情
物
を主
語
と
す
る
固
有
の
受
身
は
被
害な
い
し
利
害
を
意
味
す
る 。
と
こ

ろ
が 、
明
治
以
後 、
西
洋
語
の
影
響
に
よっ
て
非
情
の
受
身
の
受
身
が
発
達
し

た 、
と
い
う
の
で
あ
る 。

ζ
の
通
説
が 、
い
つ
設
か
ら
始
まっ
た
か
の
学
説
史
的
せ
ん
さ
く
は 、
小
論

の
目
的
と
す
る
と
と
ろ
で
は
な
い
が 、
山
田
孝
雄
(一
九
O
八)
の
「
受
身
に

つ
き
て
の
論」
で
は
次
の
よ
う
に
言
う 。

「・・
:

我
国
語
の
受
身
は
頗
精
神
的
に
し
て 、
精
神な
き
も
の
が
文主
と
し
て

た
て
る
場
合
は
殆
ど
受
身
を
構
成
す
る
と
と
能
は
ざ
るな
り 。」
p
m

同
じ
頃
三
矢
重
松
(一
九
O
八)
は
次
の
よ
う
に
言っ
て
い
る 。

「
受
身
は
有
情
の
も
の、
特
に
人
或
は
人
に
擬
し
得べ
き
物
が
消
極
的
に
他
よ

り
動
作
を
被
る
場
合 、
特
に
迷
惑
す
る
場
合
に
用
う
る
最
も
普
通な
る
方
法
と

す 。
近
来
は
西
洋式
の
受
身
が
随
分
広
く
行
は
れ 、
書
生
に
愛
読
せ
ら
れ
る
〉

小
説:::
(
中
略)
:::

な
ど
耳
立
た
ぬ
様
に
な
り
た
る
は
言
語
の
大
変
動
と

し
て
は
許
容
せ
ら
るべ
け
れ
ど 、
純
正
な
る
国
語
の
語
脈
に
あ
ら
ざ
る
を
忘
る

べ
か
ら
ず 。」
p
m

松
下
大
三
郎
(一
九
三
O)
は 、
日
本
語
の
受
身
を
「
人
格
的
被
動」
と
称

し 、
「
人
格
的
被
動
は
必
ず
利
害
の
意
が
あ
る
か
ら
利
害
的
被
勤
と
云っ
て
も

善
い 。
欧
州
語な
ど
の
被
動
は一
般
的
被
動
で
あっ
て
利
害
の
窓
味
が
な
い
か

ら
何
物
で
も
被
動
の
主
体
とな
る
が 、
日
本
語
で
は
無
生
物
は
特
に
人
格
を
附

与
し
て
考へ
な
い
限
り
は
被
動
の
主
に
しな
い
よ
pm
l

制
と
言
う 。

橋
本
進
吉
(一
九
三
二
は
上
記
山
田 、
三
矢な
ど
を
引
用
し
て
同
じ
趣
旨

を
述べ
て
い
る 。

「
日
本
語
で
は
受
身
の
主
語
と
な
る
も
の
は 、
心
の
あ
る
も
の
で
あ
る 。
そ
れ

に
よっ
て
利
害
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る 。
(
有
情
の
も
の)
乙
れ
が
実
に
日
本
語

の
受
身
の
特
質
で
あ
る 。
《
も
っ
と
も
近
時
は
西
洋
諸
の
言
ひ
方
を
受
け
て 、
い

ろ
い
ろ
の
も
の
を
主
語
に
す
る
が 、
之
は
純
粋
の
表
し
方
で
は
な
い
J
p
m

ま
た
湯
沢
幸
吉
郎
(一
九
五
こ
は
次
の
よ
う
に
言
う 。

「
受
身
の
言
い
方
に
は 、
古
来
「
不
本
意」
「
迷
惑」
な
ど
の
意
味
の
添
う
の
が

普
通
で
あ
る 。
反
対
に 、
そ
れ
等
の
意
味
の
な
い
と
乙
ろ
に
は 、
受
身
の
言
い

方
は
しな
い 。」
pm
「
人
対
事
物
の
場
合
に
は 、
人
を
主
体
と
し
て
い
う
の

が
普
通
で
あっ
て 、
事
物
を主
体
と
し
た
受
身
の
言
い
方
は
しな
い 。」
pm

「
然
る
に
近
年 、
何
等
不
満 、
迷
惑
等
の
意
味
の
伴
わ
な
い 、
西
洋
風
の
受
身

の
言
い
方
が 、
非
常
に
多
くな
っ

て
来
た 。
もっ
と
も
そ
れ
は
口
語
文
や
講
演

が
主
で
あっ
て 、
談
話
に
は
未
だ
普
通
に
現
れ
る
と
乙
ろ
ま
で
は
至っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る 。」
pm

以
上 、
明
治
以
後
の
大
文
法
家
が
口
を
揃
え
て
「
非
固
有
説」
を
唱
え
て
い

る
の
で
あ
る 。

し
か
し 、
果
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か 。
結
論
を
先
に
言
えば
否
で
あ
る 。

第一
に 、
非
情
の
受
身
は
古
語
に
も
かな
り
あっ
た 。
そ
の
数
は
非
固
有
と

い
う
に
は
多
す
ぎ
る 。

第
二
に 、
従っ
て
明
治
以
後
に
非
情
の
受
身
が
あ
る
こ
と
自
体
は 、
西
洋
語

の
影
響
に
よ
る
「
大
変
動」
な
ど
と
い
うべ
き
も
の
で
はな
い 。

以
上
の
二
点
を
認
め
た
上
で 、
明
治
以
後
は 、
古
語
と
比
較
す
れば
非
情
の
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何故受身か?

受
身
が
多
くな
っ
た
と
い
う
の
で
あれ
ば 、
そ
れ
は
そ
う
か
も
知
れな
い 。
ま

た 、
西
洋
語
の
影
響
で
日
本
語
と
し
て
は
不
自
然な
直
訳
的
受
身
文
が
現
わ
れ

た
乙
と
も
な
い
で
は
な
か
ろ
う 。
松
村
明
(一
九
五
八)・
土
屋
信一
(一
九

六一ニ)
は 、
明
治
以
後
の
来
京
語
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
し
て
非
情
の
受
身
の
発

達
を
あ
と
づ
け
る
試
み
で
あ
る
が 、
土
屋
信一
(一
九
六
九)
は 、
英
語
的
受

身
を
発
達
さ
せ
た
要
因
は
す
で
に
明
治
以
前
に
あっ
た
と
し
て
い
る 。

さ
て
そ
れ
で
は 、
日
本
語
の
受
身
と
は
何
で
あ
る
か 。
そ
れ
は
西
洋
語
と
ち

が
う
の
か 、
同
じな
の
か 。
日
本
語
の
受
身
の
もつ
特
殊
性
と一
般
性
を
改
め

て
考
えな
けれ
ば
な
る
ま
い 。
小
論
は
そ
れ
を
目
指
し
て
の一
つ
の
試
み
で
あ

マゐ。実
は 、
上
記
の
山
田
以
下
の
諸
家
も 、
「
非
固
有
説」
を
唱
えな
が
ら 、
例

外
と
し
て
非
情
の
受
身
の
あ
る
ζ
と
を
認
め
て
い
る 。
そ
し
て
「
非
固
有
説」

を
否
定
す
る
研
究
さ
え
す
で
に
あ
る
の
で
あ
る 。

ま
ず
宮
地
幸一
(一
九
六
八)
は 、
古
語
に
お
け
る
非
情
の
受
身
文
を一
五

O
例
ほ
ど
あ
げ
て
い
る 。
乙
れ
は
かな
り
の
数
で
あ
る 。
乙
れ
だ
け
で
も
「
非

固
有
説」
に
対
す
る
十
分な
反
証
とな
ろ
う 。
た
だ
宮
地
は
非
情
の
受
身
の
用

例
を
集
め
た
だ
け
で
あっ
て 、
そ
の
理
論
的・
数
量
的
分
析
は
し
て
い
な
い 。

小
杉
商一
(一
九
七
九)
は 、
中
古
の
作
品
か
ら
多
く
の
非
情
の
受
身
文
を

あ
げ
る
だ
け
で
な
く 、
そ
の
意
味・
用
法
の
分
析
に一
歩
ふ
み
乙
ん
だ
も
の
と

し
て
注
目
され
る 。

三
浦
法
子
(一
九
七
三)
は 、
平
安
末
期
の
資
料
か
ら一
六
二
三
例
の
受
身

文
を
と
り 、
約一
二
%
が
非
情
の
受
身
で
あっ
た
と
指
摘
し
て
い
る 。
資
料
κ

も
よ
る
の
だ
が 、
『
讃
岐
典
侍
日
記』
は
実
に
三
六
%
が
非
情
の
受
身
で
あ
る 。

用
例
の
多
い
も
の
は
『
今
昔
物
語』
で 、
一
O一
九
の
受
身
文
の
う
ち 、
一
一

九
が
非
情
の
受
身
で
あっ
て 、
約一
二
%
に
な
る 。
と
に
か
く一

二
%
と
い
う

の
は
かな
り
の
数
で
あ
る 。

青
木
伶
子
(一
九
八
O)
も
「
非
固
有
説」
を
否
定
し
て
い
る
が 、
そ
の
線

に
そっ
て
清
水
慶
子
(一
九
八
O)
は 、
中
古
か
ら
近
代
ま
で
の
受
身
文 、
六

八
二一
を
調
査
し
た
結
巣 、
二
七・
八
%
が
非
情
の
受
身
で
あっ
た
と
す
る 。

そ
の
中
で 、
中
古
か
ら
近
世
ま
で
は一
六
%
で
あ
り 、
乙
れ
も
かな
り
の
数
で

あ
る 。
一
二
%
と
か一
六
%
と
か
い
う
数
字
は 、
非
情
の
受
身
が
例
外
で
あ
る

と
か 、
偶
然
で
あ
る
と
し
て
か
た
づ
け
られ
る
も
の
で
は
な
い
乙
と
を
示
し
て

い
る 。
た
だ
近
代
に
な
る
と
三
七・
二
%
が
非
情
の
受
身
で 、
それ
以
前
と
比

べ
る
と
二
O
%
の
増
加
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る 。

以
上
の
諸
研
究
か
ら
「
非
固
有
説」
が
成
り
た
たな
い
ζ
と
は
明
ら
か
で
あ

る 。
た
だ
清
水
の
指
摘
の
よ
う
に 、
明
治
以
後 、
非
情
の
受
身
が
よ
り
多
くな

っ
た
で
あろ
う
と
と
は
否
定
で
き
ま
い 。
し
か
し
そ
の
原
因
を
単
純
に
西
洋
語

の
影
響
と
す
る
に
は 、
更
に
慎
重な
検
討
が
必
要
で
あ
る 。
ま
た
乙
の
問
題
に

つ
い
て
の
統
計
的
処
理
も 、
かな
り
慎
重
に
しな
い
と
信
頼
度
の
高い
結
果
は

得
ら
れな
い 。
さ
き
の『
讃
岐
典
侍
日
記』
で
は
三
六
%
の
高
率
で
あっ
た
し 、

『
方
丈
記』
の
受
身
五
例
中、
二
例
か
三
例
は
非
情
の
受
身
だ
か
ら 、
四
O
%

と
か
六
O
%
の
高
率
に
な
る 。
つ
ま
り
母
集
団
の
選
択 、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
方

法 、
標
本
の
数な
ど
に
つ
い
て
十
分な
配
慮
が
必
要
で
あ
る 。
そ
れ
に
し
て
も

山
田
以
下
の
直
観
的・
主
観
的な
「
非
周
有
説」
よ
り
は 、
宮
地 、
小
杉 、
三 ・

捕 、
清
水
の
方
が
は
る
か
に
客
観
性
の
あ
る
主
張
と一一E一口
わ
ね
ばな
る
ま
い 。

『
枕
草
子
』
『
徒
然
草』

の
受
身
文

私
自
身
も
試
み
に
『
竹
取
物
語』
『
枕
草
子』
『
徒
然
草』
『
方
丈
記』
な
ど

を
調べ
て
み
た 。
用
例
数
の
少な
い
も
の
は
統
計
的
処
理
に
は
適
さな
い
の

で 、
以
下
『
枕
草
子』
『
徒
然
草』
を
中
心
に
考
察
す
る
(
用
例
は
すべ
て
日
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本
古
典
文
学
大
系
に
よっ
た) 。
単
に
主
語
の
有
生・
無
生
だ
け
で
な
く 、
多

角
的
に
受
身
文
の
構
造
を
分
析
し
て 、
そ
の
本
質
を
探
っ

て
み
よ
う
と
試
み

た 。
ω
の
表
は 、
そ
の
数
量
的な
ま
と
め
で
あ
る 。

『
枕
草
子』(
以
下
『
枕』)
に
は一
二
五
例、
『
徒
然
草』(
以
下
『
徒』)
に
は

七
四
例
の
受
身
文
が
あっ
た 。
「
れ
る・
ら
れ
る」
と
い
う
形
式
を 、
受
身
と

す
る
か 、
自
発・
可
能・
尊
敬
と
す
る
か
は
む
ず
か
し
い
と
乙
ろ
で 、
右
の
数

字
も
解
釈
に
よっ
て
は
出
入
り
が
あ
ろ
う 。

以
下
簡
単
に
表
中
の
用語・
記
号
の
説
明
を
す
る 。

I
で
受
身
文
は
直
接
受
身
と
間
接
受
身
に
二
分
し
た 。
前
者
は
西
洋語
に
も

あ
る
他
動
詞
能
動
文
の
主
語
と
目
的語
を
入
れ
か
え
た
も
の、
後
者
は 、
「
太

郎
が
雨
に
降
ら
れ
る」
「
太
郎
が
次
郎
に
と
な
り
で
た
ば
乙
を
吸
わ
れ
る」
な

ど 、
補
文
で
あ
る
自
動
詞
文・
他
動
詞
文
に
な
い
名
詞
を主
文
の
主
語
と
す
る

日
本
語
独
特
の
受
身
で
あ
る 。

E
の
中
立
的
意
味
と
い
う
の
は 、
利
害
の
意
味
の
な
い
受
身
文
の
乙
と
で
あ

る 。

68 

E
以
下
は
直
接
受
身に
つ
い
て
で
あ
る 。
主
語
は
能
動
文
で
は
目
的語
で
あ

っ
た
八
受
動
者
V
を
指
す 。
補
語
と
い
う
の
は 、
能
動
文
の
主
語
で
あっ
た

八
動
作主
〉
を
指
す
乙
と
に
す
る 。
〈
+
〉
八一
〉
は 、
有
生
名
詞
八
+
gr

宮
丘町
〉 、
無
生
名
詞
八
l
g-g
丘四
〉
を
示
す 。
主
語
が
八
+
〉
で
あ
れ
ば
有

情
の
受
身、
八一
〉
で
あ
れ
ば 、
非
情
の
受
身
で
あ
る 。
八
ム
〉
は 、
補
語
の

場
合
に
多
い
が 、
受
身
文 、
ま
た
は
文
脈
中
に
そ
の
名
詞
が
現
わ
れ
て
い
な
い

乙
と
を
表
す 。
八
A
V
は
有
生
名
詞 、
八
八品
V
は
無
生
名
詞
八
八凸
V
は
有
生
・

無
生
の
判
別
が
で
き
な
い
も
の
を
示
す 。

型
と
い
う
の
は 、
例
え
ば
八一
&
〉
型
は 、
主
語
が
無

生
名
詞 、
補
語
は
有
生
名
詞
の
は
ず
で
あ
る
が 、
そ
の
受

身
文
の
中
に
も 、
文
脈
の
中
に
も
出
て
来な
い
受
身
文
で

あ
る 。

| 明記 | 徒
(続

1 {直接受身 92. 0 % 1 90.5 % 

間接受身 8.0 9.5 

E 中立的意味
E 直接受身 (115例) (67例)

1.主語 (�+� 73.0 61. 2 
<ー> 27.0 38.8 

------ー+・.--------------ー.ー.・.・...・_----------.・-----・・------------------ ーーーーーー...・------・・・・・4・-----

<，4.> 46.31 77. 6 

2.補語 <ー> 22.4 
<8> 1.7 
<ム> 1.7 

-ーー---------_---_---------------・------_---ーーーー-------ー...骨骨骨咽---------・ー ーーー-ーーーーー ・E圃圃圃圃

3. 型
<++> 45.2 29.9 
<+，4.> 26.1 17.9 
く+ー> 1.7 13.4 
<-+> 2.6 1.5 
<-，4.> 13.0 28.4 
<一一> 7.8 9.0 
<-8> 1.7 
<-8> 1.7 

(1) 

宣
接
受
身
文
と
間
接
受
身
文

第一
に 、
直
接
受
身
と
間
接
受
身
は 、
『
枕』
で
九二

%
対
八
%、
『
徒』
で
九
0・
五
%
対
九・
五
%、
い
ず

れ
も
直
接
受
身
が
圧
倒
的
に
多
い 。
乙
れ
は
現
代語
の
資

料
で
も
あ
ま
り
ち
が
わな
い
よ
う
で
あ
る 。

ωL
(
夫ハ)
ひ
と
り
局
に
臥
し
た
り 。
さ
り
と
て
ほ

かへ
い
け
ば 、
と
と
心
あ
り
と
て
(
妻
こ
さ
わ

が
れ
ぬベ
し 。
(
枕
即)



円ム
狐 、
人
の
や
う
に
つ
い
ゐ
て 、
さ
し
覗
き
た
る
を 、
「
あ
れ
狐
よ」
と

ど
よ
ま
れ
て
惑
ひ
に
げ
に
け
り
。(

徒
捌)

3 .
か
い
ま
み
の
人 、
隠
れ
蓑
と
ら
れ
た
る
心
地
し
て:::
(
枕
則)

4
庖
弱
の
宮
人 、
た
ま
た
ま
出
仕
の
微
牛
を
と
ら
るべ
き
や
う
な
し 。(
徒

加)
丘

(
紙
王ハ)
さ
き
ざ
き
め
さ
れ
け
る
所へ
は
い
れ
ら
れ
ず 、
遥
か
に
さ

が
り
た
る
所
に
ざ
し
き
し
つ
ら
ふ
て
お
か
れ
た
り 。
紙主
「と
は
な
に

事
に
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
や 。
わ
が
身
に
あ
や
ま
つ
事
は
な
け
れ
ど
も 、
す
て

ら
れ
た
て
ま
つ
る
だ
に
あ
る
に 、
座
敷
を
さへ
さ
げ
ら
る
る
ζ
と
の
心

う
さ
よ 。」
(
平
家 、
巻
第一
紙
王)

ー
と
2
は 、
自
動
詞
文
を
補
文
と
す
る
間
接
受
身
文
で
あ
る 。
間
接
受
身、

特
に
自
動
詞
文
を
と
る
受
身
は
日
本語
独
特
の
も
の
で
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
が 、
最
近
で
は
類
型
論
の
立
場
か
ら
ド
各
自由ロ
(H
S∞)
が
乙
れ
を
指
摘

し
て
い
る 。

四

中
立
的
意
味
の
受
身

何故受身か?

間
接
受
身
は
基
本
的
に
は
被
害
の
意
味
を
持つ
と
考
え
ら
れ
る 。
し
か
し
直

接
受
身
は
そ
う
で
は
な
い 。
間
接
受
身
を
含
め
て 、
被
害
な
い
し
受
益
の
意
味

が
読
み
と
れ
る
か
ど
う
か
を
調べ
て
み
る
と 、
中
立
的
意
味
の
受
身
は 、
『
枕』

で
六
O
%、
『
徒』
で
五
五・
四
%
あ
っ

て 、
半
数
以
上
は
利
害
に
関
係
が
な

い 。
こ
れ
で
は 、
被
害
な
い
し
利
害
の
受
身
が
日
本語
固
有
の
も
の
と
は
と
て

も号守え
ま
い 。

非
情
の
受
身
が
中
立
的
で
あ
る
乙
と
は
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
か
ら 、
と
乙

で
は
有
情
の
受
身
で
利
害
の
意
味
の
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
例
を
あ
げ
る 。

ω
L

色
好
み
と
い
は
る
る
か
ぎ
り
五
人
(
竹
取)

2 .
物
も
ま
だ
い
は
ぬ
ち
ど
の 、
そ
り
く
つ
が
へ
り 、
人
に
も
い
だ
か
れ
ず

泣
き
た
る 。
(
枕
叩)

3
今
の
ぼ
り
た
る
は:::
い
と
近
う
召
し
入
れ
ら
れ
た
る
と
そ・
::

(
枕

抗)
4

九
月
廿
日
の
比 、
あ
る
人
に
さ
そ
は
れ
た
て
ま
つ
り
で:::
(
従
犯)

丘
輿
車
は
も
た
ぬ
身
の 、
導
師
に
請
ぜ
ら
れ
ん
時:::
(
徒
邸)

ー
の
「
色
好
み」
と
人
に
言
わ
れ
る
の
は
被
害
な
の
か
受
益
な
の
か 、
要
す

る
に
中
立
的
な
の
で
あ
る 。
「一言
わ
れ
る」
と
い
う
形
の
受
身
は
古
今
を
通
じ

て
多
い
よ
う
だ
が 、
中
立
的
受
身
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う 。

2
の
「
ち
ど
が
人
に
い
だ
か
る」
と
い
う
の
も 、
抱
か
れ
る
子
供
に
とっ
て

嬉
し
い
場
合
も 、
迷
惑
な
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う 。

そ
の
他
「
中
宮
に
近
く
召
し
入
れ
ら
る」
と
い
う
ζ
と 、
「
人
に
さ
そ
は
る

と
い
う
乙
と 、
「
導
師
に
請
ぜ
ら
る」
と
い
う
と
と 、
な
ど
も
利
害
い
ず
れ
の

場
合
も
あ
り
得
て 、
要
す
る
に
中
立
的
と
考
え
るべ
き
で
あ
ろ
う 。

ωL
方
弘:::
ま
た
滝
口
に
さへ
わ
ら
は
る 。
(
枕
日)

Z
買
に
ほ
め
ら
る
る
婿 。
(
枕
布)

a
あ
な
た
と
な
た
に
住
む
人
の
子
の
四つ
五
つ
な
る
は 、
・::・

ひ
き
は
ら

れ 、
制
せ
ら
れ
て:::
(
枕
回)

生
く
ち
ば
み
に
整
怠
れ
た
る
人
(
徒
伺)

広
人
皆
病
あ
り 。
病
に
犯
さ
れ
ぬ
れ
ば:::
(
徒
出)

「
人
に
わ
ら
は
る」
と
か
「
く
ち
ば
み
に
整
さ
る」
と
か 、
「
病
に
犯
さ
る」

と
か
は 、
人
の
常
識
で
は
た
し
か
に
被
害
で
あ
る
し 、
「
人
に
ほ
め
ら
る」
と

い
う
と
と
は
嬉
し
い
と
と
で
あ
る 。
し
か
し
そ
れ
は
「
人
が
笑
ふ」
「
く
ち
ば

み
が
整
す」
「
病
が
犯
す」
「
人
が
ほ
む」
と
い
う
文
が
表
わ
す
事
柄 、
あ
る
い

は
動
詞
の
意
味
か
ら 、
話
し
手 、
聞
き
手
が
感
じ
と
る
主
観
的
な
解
釈
で
は
な
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い
の
か 。
も
し

受
身そ
の
も
の、
更
に
端的
に
「
ら
る」
と
い
う形
態
素
そ
の

も
の
に 、
利
害
を
受
け
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
な
ら 、
ω
の
よ
う
に 、
「ニ一一口
ふ」

「
抱
く」
「
誘
ふ」
の
よ
う
に
動
詞
の
意
味
が
中
立的
で
あっ
て
も 、
受
身
文
と

な
れ
ば、
利
害
の
意
味
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る 。

以
上
の
と
と
か
ら 、
直
接
受
身
は 、
本
来
利
害
を
受
け
る
意
味
を
表
わ
す
も

の
で
は
な
い
と
考
え
た
い 。

)

三
太
郎
が
次
郎
を
殺
し
た O

FD
A

 

(
-b
次
郎
が
太
郎
に
殺
され
た 。

右
の
a
も
b
も
「
太
郎」
と
「
次
郎」
と
い
う
二
つ
の
項
目
が
あ
り 、
両
者

の
聞
に
「
殺
す」
と
い
う
関
係
が
あ
り 、
「
太
郎」
が
そ
の
〈
動
作
主
〉
で
あ

り 、
「
次
郎」
が
そ
の
〈
受
動
者
V
で
あ
る
と
い
う
事
柄
を
表
わ
す
点
で
は
ち

が
い
が
な
い 。
そ
の
知的
意
味
は
同一
で
あ
る 。

し
か
し
同一
の
意
味
を
表
わ
す
の
に 、
二
つ
の
文
型
を
持つ
の
は
無
駄
で
は

な
い
か 。
後
に
述べ
る
が 、
そ
れ
は
話
し
手
が
自
ら
の
〈
視
点
〉
を
〈
動
作

主
〉
に
お
く
か 、
〈
受
動
者
〉
に
お
く
か
の
ち
が
い
に
よ
る 。
そ
と
に
受
身
文

の
存
在
の
意
味
が
あ
る 。
話
し
手
が
八
動
作
主
〉
の
立
場
か
ら
そ
の
で
き
ど
と

を
見れ
ば
能
動
文
が 、
〈
受
動
者
〉
の
立
場
か
ら
見れ
ば、
受
身
文
が
選ば
れ

る
の
で
あ
る 。
受
身
文
の
場
合 、
話
し
手
は
八
受
勤
者
〉
で
あ
石
主
語
の
立
場

に
立
つ
の
だ
か
ら 、
〈
動
作
主
〉
か
ら
そ
の
動
作
を
受
け
る
と
い
う 、
正
K
受

身的
な
意
味
合
い
を
感
ず
る
と
と
は
た
し
か
に
あ
る
だ
ろ
う 。
被
害
と
か
受
益

と
か
い
う
ほ
ど
の
強
い
も
の
で
は
な
く 、
関口
g
E
(H
可申)
の
い
う
軽
い
え­

rn
pュ
ミ
と
で
も
い
うべ
き
も
の
で
あろ
う 。
そ
の
よ
う
な
乙
と
か
ら 、
動

詞
の
意
味
に
よっ
て
は 、
被
害
と
も
受
益
と
も
解
釈
され
る
場
合
も
出
て
来
る

の
で
あろ
う
が 、
こ
れ
は
派
生的
な
意
味
と
で
も
言
うべ
き
も
の
で
あろ
う 。

利
害
を
受
け
る
と
い
う
意
味
を
本
来
も
つ
言
語
形
式
がな
い
わ
け
で
はな

ぃ 。
被
害
に
つ
い
て
は
間
接
受
身
が
あ
り 、
受
益
に
つ
い
て
は
「
太
郎
は
殺
し

屋
に
次
郎
を
殺
し
て
も
らっ
た」
の
よ
うな
表
現
が
現
代
語
で
は
あ
る 。

と
う
し
て 、
日
本
語
の
受
身
は
本
来
被告一ロ
を
表
わ
す
と
い
う
通
説
は 、
正
し

くな
い
と
考
え
る
の
だ
が 、
実
は
西
洋証聞
に
つ
い
て
も 、
そ
の
よ
うな
被
害
説

が
あっ
た
そ
う
で
あ
る 。
そ
も
そ
も
唱曲目田
守叩
ぐD-
8
8
目u
g巴〈叩
は 、
ラ
テ

ン
語
動
詞
の
同u
EA
S
E同巾同)
に
由
来
す
る
も
の
で 、
つ
ま
り
被
害
の
意
味
を

持っ
て
い
た 。
名
詞
の
宮山田一ロロ
は
イ
エ
ス
の
受
難
の
意
味
に
も
使
われ
る 。

つ
ま
り
宮g
Z四
〈口一円四
は
い
わば
受
難
の
う
め
き古円
で
あ
る 。
日り同一冊目(H
ED)

に
よ
る
と 、
g
z
g
q(H∞
ミ)
は 、
受
身
文
の
主
語
は 、民団E
F江口問 .
6
z・

5-ロ凹 .
す
る
も
の
と
言っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る 。

お
も
しろ
い
ζ
と
に
中
国
語
の
受
身
に
つ
い
て
も 、
非
情
の
受
身
非
固
有

説 、
被
害
の
受
身
本
来
説
が
あ
る
よ
う
で 、
中
立的
な
非
情
の
受
身
が
出
て
来

た
の
は
西
洋
語
の
影
響
に
よ
る
と
い
う
の
が
通
説
だ
そ
う
で
あ
る 。
ζ
の
通
説

も
当
らな
い
の
で
はな
い
か
と
私
は
感
じ
て
い
る 。

東
西
似
た
よ
うな
説
の
あ
る
ζ
と
自
体 、
学
説
史
的
興
味
の
対
象
と
もな
る

が 、
と
こ
で
は 、
日
本
語
の
直
接
受
身
は 、
本
来
は
中
立的
な
意
味
を
持つ
も

の
で
あ
る
と
考
え
た
い 。

と
う
し
て 、
「
非
情
の
受
身
非
固
有
説」
も
「
被
害
の
受
身
本
来
説」
も
否

定
され
る
と
すれ
ば、
日
本
語
の
受
身
と
は一
体
何な
の
で
あろ
う
か 。

70 

五

八
視
点
〉
の
原
理
と
受
身
文

(6) 直
NPz. ，NPr霊
ガ Y ガ i
NP/\NP2 =! 

ヲ ヲ 句ど形
式
的
lζ 
みれ
ば
次
の
ょ
っ
iζ 
な
ろ
っ

V 

(
能
動
文)

V
ラ
レ
ル

(
受
動
文)



つ
ま
り
能
動
文
の
目
的語
(
民)

を
主語
ζ

格
上
げ
し 、
主亙口
(P)
を
補

能
動
ζ 、

あ
る
場
合
に
は
受
動
に
され
な
けれ
ば
な
ら
な
い 。」
pm

ー

ロ

N

l

語
に
格
下 .け
し
て 、
他
動
詞
(
Y)
に
い
わ
ゆ
る
受
身
の
助
動
詞
「
られ
る」

「
能
動
的
主語
よ
り
も
受
動
的
主語
に
自
然
大
き
な
興
味
を
感
じれ
ば
受
動形

を
つ
け
た
も
の
が
受
身
文
で
あ
る 。
と
の
よ
う
な
と
と
は
古
く
か
ら
言
われ
て

の
方
が
好
まれ
る 。」
pm

来
た
し 、
変形
文
法
で
も
主
要
な
テ
1

7
の
ひ
と
つ
で
あっ
た 。
変形
文
法
の

と
の
見
方
は
お
そ
ら
く

受
身
文
の
本
質
を
つ
い
て
お
り 、
以
後
多
く
の
文
法

初
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で 、
種
々
な
議
論
が
な
され、
定
式
化
が
試
み
られ

家
に
よっ
て
指
摘
され
て
い
る 。

て
来
た
が
(乙
れ
K
つ
い
て
は
井
上
和
子
(一
九
八
O)
に
く
わ
し
い
て
基

司ユ
2
令
官。)
は 、
さ
き
の
当
E
S
3
の
被
害
の
受
身
説
を
批
判
し 、
受

本
的
に
は
右
に
述べ
た
通
り
で
あ
り 、
形
式
的
に
は
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
あ

身
と
い
う
の
は 、
営件0
7
2toロl凹
g-
と
い
う語
順
を
∞
g
ア白口Cロロ
ム
三
日

る 。
能
動
文・
受
身
文
両
者
の
知
的
意
味
が
同
じ
で
あ
ると
と
が 、
変形
的形

と
い
う語
順
に
変
え
る
手
段
で
あ
り 、
乙
れ
は
各
5
zm
弘
司広
三
O町
三
宮司

式
化
の
根
拠
と
も
な
る
で
あろ
う 。

つ
ま
り
「
〈
視
点
〉
の
変
更」
で
あ
る
と
言っ
て
い
る 。

も
し
全
く
それ
だ
け
で
あれ
ば、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は 、
或
る
文
章
の
中
か
ら

戸
各自白ロ(H
S∞)
は
類
型
論
の
立
場
か
ら 、
英語
の
よ
う
な
ω〈O
言語
の

能
動
文
を
拾
い
出
し 、
受
身
文
に
変
換
し
て 、
た
ち
ど
と
ろ
に
別
の
文
章
を
ア

受
身
は 、
動
作
主
よ
り
も 、
動
作 、
ま
た
は
そ
の
対
象 、
ま
た
は
動
作
と
対
象

ウ
ト

プ
ッ
ト

す
る
で
あろ
う 。
し
か
し
結
果
は
ま
乙
と
に
奇
妙
な
日
本語
に
な

の
両
方
を
強
調
し 、
前
景
化
(『O円
高H
E
E)
す
る
も
の
で
あ
る 、
と
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る 。

る 。
し
か
し
乙
れ
は
何
も
英語
に
限
ら
ず
ωO
〈
型
言語
で
も
同
じ
こ
と
で
あ

ま
た
も
し
全
く
そ
れ
だ
け
で
あれ
ば、
日
本語
の
文
章
に
は 、
能
動
文
と
受

る 。

身
文
と
が
同
数
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る 。
し
か
し
実
際
は
能
動
文
に
対
し

村
田
勇
三
郎
(一
九
八
二)
は
「
受
身
文
の
働
き
は
能
動
態
に
お
け
る
目
的

て
受
身
文
は
き
わ
め
て
少
な
い 。
正
確
な
数
字
は
つ
か
ん
で
い
な
い
が 、
能

語
を
文
の
最
も
自
に
つ
く
位
置 、
つ
ま
り
文
頭
に
もっ
て
く
る
乙
と
で
あ
り 、

動・
受
動
を
あ
わ
せ
た
文
に
対
す
る
受
身
文
の
比
率
は 、
一
O
%
以
下 、
い
や

能
動
態
に
お
け
る
主語
の
動
作
主
を
話
し
手
の
気
持
の
移
し
に
く
い
位
置
に
も

五
%
を
越
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。

一
、

-
っ

て
き
て
そ
の
関
心
の
焦
点
を
減
少
さ
せ
る
乙
と
が
受
身
の
正
体
で
あ
る
と
お

つ
ま
り
能
動
文
と
受
身
文
と
の
対
応
に
は 、
単
な
る
形
式
的
な
変
換
関
係
の

も
われ
る 。」
P
捌
と
い
う 。

ぼ
か
に 、
話
し
手
の
〈
視
点
〉
の
問
題
が
か
ら
ん
で
来
る
よ
う
で
あ
る 。
能
動

以
上
は
主
に
英語
の
受
身
に
つ
い
て
言
われ
た
も
の
で
あ
る
が 、
〈
視
点
〉

文
を
と
る
か 、
受
身
文
を
選
ぷ
か
は 、
機
械
的
な
選
択
で
は
な
い
の
だ
あ
る 。

の
原
理
と
い
う
も
の
は
諸
言語
に
つ
い
て
か
な
り
普
通
的
な
も
の
で
あろ
う
と

受
身
文
に
対
す
る
ζ
の
よ
う
な
解
釈
は
必
ず
し
も
新
し
い
乙
と
で
は
な
い 。
す

思
う 。
久
野
障
(一
九
七
八)
は
機
能
文
法
の
立
場
か
ら 、
m
g
宮
子可
(
共
感

で
に
』命
名
2
8ロ(H
SS
は
次
の
よ
う
に
言っ
て
い
る 。

皮)
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て
い
る 。
つ
ま
り
話
し
手
が
文
中の
ど
の
要
素
に

「
原
則
と
し
て 、
あ
る
瞬
間
に
お
い
て
関
心
の
中
心
で
あ
る
と
ζ
ろ
の
人
ま
た

〈
視
点
〉
を
近
寄
せ
る
か
の
度
合
で
あ
る 。
例
えば
彼
は
次
の
よ
う
な
共
感
度

は
物
が
文
の
主
語
に
され
る
の
で
あ
り 、
し
た
がっ
て
動
詞
は
或
る
場
合
に
は

の
序
列
を
提
示
し
て
い
る 。

何故受身か?
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開
(
同
制)
V
同
(
回
忌
制)
V
同
(
出m
b
u斤
δ

一E
H
捌)

つ
ま
り 、
一
般
的
に
言っ
て 、
話
し
手
は
主
語
寄
り

の
八
視
点
V
を
と
る
乙
と
が一
番
容
易
で
あ
り 、
次
に

目
的
語 、
そ
し
て
受
身
文
の
補
語
に
は
最
も
〈
視
点
〉

が
お
き
に
く
い
と
い
う
の
で
あ
る 。
久
野
の乙
の
〈
視

点
〉
の
原
理
は 、
形
式
的
な
記
述
で
は
で
き
な
い
受
身

文
の
問
題
点
の
解
明
に
き
わ
め
て
有
効
だ
と
思
う 。

例
え
ば 、
能
動
文
は
受
身
文
よ
り
も
は
る
か
に
多
い

乙
と
を
上
述
し
た
が 、
と
れ
は
八
動
作
主
〉
の
方
が

八
受
動
者
V
よ
り
も
〈
視
点
〉
を
お
き
や
す
い
と
い
う

序
列
を
仮
定
す
る
と
と
に
よっ
て
説
明
で
き
る 。
つ
ま

り
能
動
文
が
無
襟(ロロ
g
R
ZL)
で
あ
り 、
受
身
文
が

有
標(
B
R
ZL)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
〈
視
点
V
に

関
す
る
〈
動
作
主
〉
の
無
標
性
と 、
〈
受
動
者
〉
の
有

標
性
に
よっ
て
説
明
で
き
る 。
能
動
文
も
受
身
文
も
主

語
は
あ
る
の
だ
か
ら 、
主
語
の
無
標
性
で
は 、
両
者
の

ち
が
い
は
説
明
で
き
な
い 。
し
か
し
そ
の
主
語
に 、
無

標
で
あ
る
〈
動
作
主
〉
を
お
く
能
動
文
の
方
が 、
有
標

で
あ
る
八
受
動
者
〉
を 、
と
れ
も
有
様
で
あ
る
目
的
語

の
位
置
か
ら 、
わ
ざ
わ
ざ
主
語
の
位
置
に
移
動
さ
せ
る

受
身
文
よ
り
も一
般
的
で
あ
る 、
と
い
う
の
は
理
解
で

き
る 。そ

と
で
八
視
点
V
の
有
標
性
に
関
し
て
仰
の
よ
う
な

序
列
を
仮
説
し
て
み
よ
う
(U
は
無
標 、
M
は
有
標
を

(7) 

(8 ) 
文
法
務

�ヘ___ M 
主 非
語 主

114ミ
格

� 

作 動
主 ， 作

三E

名

�1 
有 銀
生牛(+ animate) (- a品late)

�へ�
人 非

(+ιω 命
�M て一hum叫

し 、 話
手 し

く+ speaker) 手
(- speaker) 

�M 

Z T (+ hearer) 手
(- hearer) 

主
題

�一�
主 非
題 主

題
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一
示
す)。

小
論
で
は 、
と
の
序
列
の
すべ
て
に
つ
い
て
の
裏
づ
け
は
で
き
な
い
が 、
以

上
の
仮
説
に
立っ
て 、
再
び
ω
の
表
に
戻
り 、
『
枕』
『
徒』
な
ど
の
受
身
を
調

べ
て
み
よ
う 。....... 

，、

主
語
・
補
語
・
型

何故受身か?

1 .
主
語 。
有
生
名
詞
主
語
は
『
枕』
で
七
三
%、
『
徒』
で
六一
・

二
%、

従っ
て
無
生
名
詞
主
語
は 、
『
枕』
で
二
七
%、
『
徒』
で
三
八
・

八
%
で
あ

る 。
い
ず
れ
に
し
て
も
有
情
の
受
身
の
方
が
多
い
の
で
あ
る 。
し
か
し
非
情
の

受
身
も 、
か
な
り
の
高
率
で
あ
る 。
古
語
で
は一
六
%
と
い
う
の
が
さ
き
の
清

水
(一
九
八
O)
の
数
字
だ
か
ら 、
『
枕』
も
『
徒』
も 、
古
典
の
中
で
は
非

情
の
受
身
が
多
い
方
で
あ
る 。
特
に
『
徒』
は
高
率
で 、
『
枕』
よ
り
も
更
に

一
O
%
も
高
い 。
ど
ち
ら
も
随
筆
で
あ
る
か
ら
非
情
の
受
身
が
多
い
の
か
も
知

れ
な
い
し 、
特
に
『
徒』
は
仏
教
的
な
思
想
に
立つ
て
の
抽
象
的
な
議
論
も
多

注

く 、
そ
の
放
の
高
率
か
も
知
れ
な
い 。

他
詞
動
が
と
る
主
語
を
み
る
と 、
圧
倒
的
に
有
生
名
詞
が
多
い 。
目
的
語
の

場
合
は
そ
の
反
対
で 、
無
生
名
詞
が
有
生
名
詞
よ
り
多
い 。
つ
ま
り
能
動
文
で

は
〈
+一
〉
型
が
多
い
の
で
あ
る 。
異
な
り
で
な
く

延べ
で
調べ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
だ
が 、
例
え
ば
『
徒』
か
ら
受
身
文
と
ほ
ぼ
同
数
の
能
動
文
を
サ
ン

プ
ル
し
て
み
る
と 、
九
四
%
は
有
生
主
語
で
あ
り 、
反
対
に
八
五
%
が
無
生
目

的
語
で
あっ
た 。
も
し
受
身
化
が
機
械
的
に
な
さ
れ
る
と
す
れ
ぽ 、
非
情
の
受

身
は
八
五
%
の
高
率
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
し
か
し
事
実
は
有
情
の
受

身
の
方
が
多
い
の
で
あ
る 。

つ
ま
り
同
じ
〈
受
動
者
〉
で
あっ
て
も 、
無
擦
の
有
生
名
詞
の
方
が 、
有
標

の
無
生
名
詞
よ
り
も 、
受
身
文
の
主
語
と
し
て
好
ま
れ
る
の
で
あ
る 。

2 .
補
語 。
補
語
に
つ
い
て 、
ま
ず
有
生・
無
生
の
別
か
ら
み
れ
ば 、
『
枕』

は
有
生
八
六・
九
%、
無
生一
一
・

三
%、
不
明一
・

七
%、
『
徒』
は
有
生

七
七・
六
%、
無
生
二
ニ・
四
%
で 、
有
生
名
詞
の
補
語
が
圧
倒
的
に
多

い 。
と
れ
は
上
述
の
よ
う
に
能
動
文
の
主
語
に
圧
倒
的
に
有
生
名
詞
が
多
い
当

然
の
結
果
で
あ
る 。

注
目
すべ
き
は
補
語
の
有
無
で
あ
り 、
補
語
の
存
在
し
な
い
八
ム
〉
で
あ

る 。
主
語
の
場
合
は 、
受
身
文
中
に
直
接
現
わ
れ
る
に
せ
よ 、
文
脈
に
委
ね
て

省
略
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ 、
と
に
か
く
主
語
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
あ
る
の
で
あ

る 。
と
こ
ろ
が 、
補
語
の
場
合
は 、
受
身
文
中
に
も
な
く 、
文
脈
中
に
も
な

く 、
は
じ
め
か
ら
〈
動
作
主
〉
が
存
在
し
な
い
も
の
が
多
い 。
他
動
詞
の
意
味

か
ら
す
れ
ば 、
そ
れ
が
有
生
か
無
生
か
は
大
体
見
当
が
つ
く
が 、
不
明
の
も
の

も
若
干
あ
る 。
こ
う
し
て
〈
A
V
〈
A
〉
八
ム
〉
を
あ
わ
せ
て 、
『
枕』
で
は

四
二・
五
%、
『
徒』
で
は
四
六・
三
%
と 、
ほ
と
ん
ど
同
数
で
あ
る
が 、
半

数
近
く
が
補
語
を
も
た
な
い
受
身
文
と
い
う
乙
と
に
な
る 。

能
動
文
で
は
ほ
と
ん
ど
主
語
が
あ
る
の
に 、
受
身
文
で
は 、
半
数
が
補
語
を

も
た
な
い
と
い
う
現
象
も 、
機
械
的
な
受
身
変
形
で
は
説
明
で
き
な
い 。
と
の

現
象
は
『
枕』
『
徒』
に
限
ら
ず 、
日
本
語一
般
に
つ
い
て云守え
そ
う
で
あ
り 、

更
に
は
西
洋
語
の
受
身
に
つ
い
て
も
言
え
そ
う
で
あ
る 。
と
す
る
と 、
乙
の
無

補
語
受
身
文
と
い
う
の
も 、
受
身
文
の
本
質
的
な
問
題
で
あ
り 、
後
に
具
体
例

に
即
し
て
考
察
す
る 。

3.
型 。
以
上
の
主
語
と
補
語
を
組
合
せ
た
も
の
が
型
で
あ
る
が 、
八
種
類

の
型
の
出
現
率
は 、
そ
れ
ぞ
れ
ち
がっ
て
い
る 。
と
れ
を
高
率
の
も
の
か
ら
順

位
を
つ
け
て
次
に
示
す 。
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(9) 
8 7 6 5 4 3 2 

八 八 〈 八 〈 八 八 〈 E司
十 + + 枕

A A + &， 正弘 + 色2

〉 〉 〉 〉 〉 〉 v 〉
1.7 1.7 1.7 2.6 7.8 13.026.1 45.2 % 

〈 〈 八 八 八 八
徒=司+ + + 

+ &， A + 色=

〉 〉 〉 〉 〉 〉
1. 5 9.013.417.9 28.429.9 % 

1. 
七

受
身
文
の
型
と

八
視
点
〉

八
十
+
〉
型

〈
+
+
〉
型
は『
枕』『
徒』

と
も
に一
位
で
あ
る 。
前
述

の
よ
う
に
有
情
の
受
身
が
や

は
り
多
い
乙
と
と 、
補
語
は

有
生
名
詞
が
多
い
こ
と
か

ら 、
〈
+
+
〉
型
の一
位
は

う
な
づ
け
る 。
但
し 、
『
枕』

で
は
半
数
近
く
あ
る
の
に 、

『
徒』
で
は一
五
%
低
い
の

が
注
目
さ
れ
る 。

mL
わ
り
な
く
も
の
う
た
が
ひ
す
る
貯
に
い
み
じ
う
恩
は
れ
た
る
長(
枕
叩)

つい
や
む
ど
と
な
き
人
の
よ
ろ
づ
の
人
に
か
し
ζ
ま
ら
れ 、
か
し
づ
か
れ
給

ふ
(
枕
問)

a
法
師
ば
か
り
羨
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
は
あ
ら
じ 。
「
人
に
は
木
の
端
の
や

う
に
思
は
る
る
よ」
と:::
(
徒
1)

4
か
く
人
に
恥
ぢ
ら
る
〉

女
(
徒
即)

5
己
が
師:・
い
ろ
を
し
と
申
す
ぼ
ろ
に
殺
さ
れ
け
り
と・
:

(
徒
出)

乙
れ
ら
は
能
動
文
の
主
語・
目
的
語
を
入
れ
か
え
る
と
い
う
公
式
通
り
の
受

身
文
で
あ
る 。
右
の
例
文
の
中
で 、
3
の
「
人
に
は
木
の
端
の
や
う
に
思
は
る

る
よ」
と
い
う

の
は 、
兼
好
法
師
が
『
枕
草
子』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る

が 、
大
系
本
に
よ
る
と
原
文
は

叩

思
は
ん
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
ん
と
そ
心
ぐ
る
し
け
れ 。
た
だ
木
の
は

し
な
ど
の
や
う
に
恩
ひ
た
る
乙
そ 、
い
と
ほ
し
け
れ 。

と
能
動
文
に
なっ
て
い
る 。
そ
れ
を
兼
好
法
師
が
受
身
文
に
直
し
た
の
か 、
彼

の
使っ
た
本
は
受
身
文
だっ
た
の
か 、
い
ず
れ
に
し
て
も 、
能
動
文
と
受
身
文

は
こ
の
場
合
互
換
的
で 、
伝
え
た
い
意
味
は一
応
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
た

だ
帥
の
『
枕
草
子』
の
原
文
の
方
は 、
能
動
文
の
主
語
が
な
い
の
で
不
安
定
な

感
じ
が
す
る 。
「
思
は
ん
(
子
ご
「(
法
師
に)
な
す」
「
心
ぐ
る
し」
「
息
ひ
た

る」
「
い
と
ほ
し」
と
五
つ
の
述
語
が
あ
る
の
に
主
語
は
ひ
と
つ
も
示
さ
れ
て

い
な
い 。
と
れ
に
対
し 、
『
徒
然
草』
の
方
は 、
「
法
師」
と
い
う
主
語(
主
題)

を
ま
ず
明
示
し 、
「
人
に
は
木
の
端
の
や
う
に
思
は
る
る」
と
「
人」
と
い
う

〈
動
作
主
V
を
補
語
と
し
て
示
し 、
受
身
の
動
詞
で
結
ん
で
い
る 。
実
に
明
快

な
文
の
構
成
で
あ
る 。
能
動
文
と
受
身
文
は
互
換
的
と
は
い
っ

て
も 、
と
の
場

合
は
「
法
師」
に
〈
視
点
〉
を
お
き
受
身
に
す
る
方
が
い
い
と
思
う 。

帥
の 5
の
場
合 、
「
殺
す」
の
〈
動
作
主
〉
で
あ
る
「
ぼ
ろ」
と 、
〈
受
動

者
〉
で
あ
る
「
己
が
師」
と
の
二
者
の
う
ち 、
話
し
手
は
八
動
作
主
〉
で
な
く

〈
受
動
者
V
K
〈
視
点
V
を
お
い
て
そ
れ
を
主
語
と
し 、
受
身
文
と
し
た
の
で

あ
る 。
殺
す
者
よ
り
殺
さ
れ
る
者
の
立
場
に
立っ
て
文
を
つ
くっ
た
の
で
あ

る 。
乙
の
文
の
話
し
手
は 、
自
分
の
師
を
殺
し
た
か
た
き
に
あっ
て
恨
み
を
は

ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で 、
「
己
が
師」
を
主
認
に
す
る
の
は
全
く
自
然
で
あ

る 。
〈
+
+
V
型
受
身
の
場
合 、
〈
動
作
主
〉
も
八
受
動
者
〉
も 、
無
襟の
有

生
名
詞
で
あ
り 、
比
較
的
受
身
文
が
つ
く
り
ゃ
す
い
の
だ
が 、
特
に
右
の
例
の

場
合
は 、
八
受
勤
者
〉
は
仰
の
〈
視
点
〉
の
序
列
で
い
え
ば
無
標
の
八
身
内
〉

に
あ
た
り 、
乙
れ
を
主
語
と
す
る
受
身
文
の
方
が
む
し
ろ
自
然
と
言
え
よ
う 。
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何故受身か?

2 、
八
+
A
V
型

乙
の
型
は
『
枕』
で
は
二
六・
一
%
で
二
位
で
あ
る
が 、
一
位
の
八
十
+
〉

型
と
は
約
二
O
%
の
差
が
あ
る 。
『
徒』
で
は
し
か
し
三
位
で一
七・
九
%
で

あ
る 。
要
す
る
に 、
有
情
の
受
身
が
上
位
を
占
め
る
わ
け
で
あ
る
が 、
と
の
型

は 、
補
語
の
八
動
作
主
〉
が
な
い
点
に
特
色
が
あ
る 。
次
に
例
を
示
す 。

ロ
L

元
輔
が
後
と
い
は
る
る
君
し
も
や
今
宵
の
歌
に
は
づ
れ
で
は
を
る
(
枕

ω)
 

2 .
お
ほ
き
に
は
あ
ら
ぬ
殿
上
童
の
さ
う
ぞ
き
た
て
ら
れ
て
あ
り
く
も
うつ

く
し
(
枕
肌)

a
さ
ら
ぬ
者
の
見
も
入
ら
れ
ぬ
な
ど
ぞ
い
と
ほ
し
げ
な
る
(
枕
m)

4
為
兼
大
納
言
入
道
召
し
捕
ら
れ
て:::
(
徒
同)

広一週
照
寺
の
承
仕
法
師:::
禁
獄
せ
ら
れ
に
け
り
(
徒
四)

L
年
老
い
た
る
法
師
召
し
出
さ
れ
て:::
(
徒
出)

7.
い
た・つ
い
た
む
人
の 、
し
ひ
ら
れ
て
少
し
飲
み
た
る
も 、
い
と
よ
し

(
徒
出)

「
見
入
る」
「
召
し
捕
る」
「
禁
獄
す」
「
召
し
出
す」
「
し
ふ」
な
ど
の
動
詞

は
八
動
作
主
〉
も
八
受
動
者
〉
も
有
生
名
詞
だ
か
ら 、
受
身
に
も
し
や
す
い
の

だ
が 、
八
十
+
〉
型
と
ち
がっ
て
と
の
八
十
A
V
型
は
〈
動
作
主
〉
が
な
い
の

だ
か
ら 、
む
し
ろ
受
身
文
に
し
な
い
と
不
自
然
に
な
る
場
合
が
あ
る 。
右
の
諸

例
を
能
動
文
に
変
換
し
て
み
る
と
そ
れ
が
分
る 。
つ
ま
り
主
語
の
な
い
能
動
文

に
な
る
が 、
そ
れ
は
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
の
で
あ
る 。
〈
A
V
の
補
語
に
つ
い

て
は 、
次
に
く
わ
し
く

触
れ
る 。

3.
八一
&
〉
型

と
の
型
は
『
枕』
で
は
三
位
で一
三・
O
% 、
『
徒』
は
二
位
で
二
八・
四

%
で
あ
る 。
つ
ま
り
非
情
の
受
身
も
か
な
り
あ
る
わ
け
で
あ
る
が 、
と
の
場
合

は 、
有
生
名
詞
の
〈
動
作
主
〉
が
主
語
の
地
位
か
ら
格
下
げ
さ
れ
て
補
語
に
な

る
ど
こ
ろ
か 、
解
雇
さ
れ
て
受
身
文
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う 。

有
情
の
受
身
の
場
合
は
〈
+
+
V
型
が
多
く 、
つ
ま
り
〈
動
作
主
〉
も 、
補

語
と
し
て
格
下
げ
は
さ
れ
て
も 、
な
お
受
身
文
中
に
残っ
て
い
る
の
で
あ
る 。

つ
ま
り
主
語
も
有
生
名
詞
で
あ
る
し 、
同
じ
有
生
名
詞
と
し
て
八
動
作
主
〉
は

〈
受
動
者
〉
と
共
存
し
や
す
い
の
で
あ
ろ
う 。

と
こ
ろ
が
非
情
の
受
身
は 、
有
標
の
無
生
名
詞
と
い
う 、
話
し
手
に
とっ
て

は
疎
遠
な
も
の
を
あ
え
て
主
語
の
位
置
に
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る 。
と
の
い
わ

ば
成
り
上
が
り
者
の
主
語
に
対
し
て 、
無
標
の
有
生
名
詞
は
同一
文
内
で
の
共

存
を
嫌
う
の
で
あ
ろ
う 。
も
し
八
動
作
主
〉
を
お
く
の
で
あ
れ
ば 、
や
は
り
そ

れ
を
主
語
に
据
え
て
能
動
文
に
す
る
方
が
自
然
な
の
で
あ
る 。

逆
に
言
え
ば 、
有
生
の
〈
動
作
主
〉
が
い
な
い
か
ら
こ
そ 、
無
生
の
八
受
動

者
〉
は
主
語
の
位
置
を
占
め
得
る
の
で 、
乙
の
場
合
は
非
情
の
受
身
と
い
う
と

と
に
な
る 。
大
統
領
が
任
期
の
途
中
で
病
死
し
た
た
め
に 、
副
大
統
領
が
自
動

的
に
大
統
領
に
昇
格
す
る
よ
う
な
も
の
で 、
非
情
の
受
身
は
む
し
ろ
自
然
の
結

果
と
も
言
え
る 。
和
国
利
政
(一
九
六
九)
は
非
情
の
受
身
で
補
語
の
な
い
例

を
あ
げ 、
「
そ
れ
は
表
現
上 、
特
に
だ
れ
に
よっ
て
な
さ
れ
る
か 、
ま
た
な
さ

れ
た
か
が
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る」
と
述べ
て
い
る 。

こ
れ
に
対
し
て
さ
き
の
〈
+
+
V
型
や 、
数
の
少
な
い
八一
+
V
型
の
受
身

文
は 、
大
統
領
健
在
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
そ
れ
を
引
き
ず
り
下
し
て
副
大
統
領

が
大
統
領
の
座
に
つ
く
ク
ー

デ
タ
ー

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。
つ
ま
り
有
標
の

〈
受
動
者
V
に
積
極
的
に
〈
視
点
〉
を
お
く
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
の
受
身

化
な
の
で
あ
る 。

と
に
か
く
八一
A
〉
型
の
例
を
あ
げ
る 。
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、"''

、

日
L
に
く
き
も
の 。
:::

す
ず
り
に
髪
の
入
り
で
す
ら
れ
た
る
(
枕
お)

のム
椎
の
木 、
常
鰹
木
は
い
づ
れ
も
あ
る
を 、
葉
が
へ
せ
ぬ
た
め
し
に
い
は

れ
た
る
も
を
か
し
(
枕
ω)

乱
せ
ば
き
縁
に 、
所
せ
き
御
装
束
の
下
襲
ひ
き
ち
ら
さ
れ
た
り
(
枕
則)

4
唐
絵
の
扉
風
の
黒
み 、
お
も
て
そ
と
な
は
れ
た
る
(
枕
問)

広
近
う
立
て
た
る
扉
風
の
絵
な
ど
は 、
い
と
め
で
た
け
れ
ど
も 、
見
も
入

ら
れ
ず 。
(
枕
m)

&
い
に
し
へ
の
ひ
じ
り
の
御
代
の
政
も
忘
れ 、
民
の
愁 、
国
の
そ
乙
な
は

る
る
を
も
知
ら
ず:::
(
徒2)

月人
公
事
ど
も
繁
く 、

春
の
急
ぎ
に
と
り
重
ね
て 、
催
し
行
は
る
る
さ
ま
ぞ

い
み
じ
き
や 。
(
徒
印)

a
御
国
ゆ
づ
り
の
節
会
お
ζ
な
は
れ
て 、
剣-
襲・
内
侍
所
わ
た
し
奉
ら

る
る
ほ
ど
乙
そ::・
(
徒
幻)

弘
文
保
に
三
井
寺
焼
か
れ
し
時・
::

(
徒
筋)

印
西
国
寺
の
鐙 、
業
銘
調
に
鋳
ら
るべ
し
と
て 、
あ
ま
た
た
び
鋳
か
へ
ら

れ
け
れ
ど
も
か
な
は
ぎ
り
け
る
を 、
遠
因
よ
り
尋
ね
い
だ
さ
れ
け
り 。

(
徒
捌)

日
家
は
と
ほ
た
れ
て
淀
河
に
浮
ぴ 、
地
は
目
の
ま
へ
に
畠
と
な
る 。

(
方
丈
記)

ロ
さ
ま
ざ
ま
の
御
祈
は
じ
ま
り
て 、
なべ
て
な
ら
ぬ
法
ど
も
行
は
る
れ
ど

・
(
方
丈
記)

以
上
の
ほ
か 、
宮
地
(一
九
六
八)
な
ど
か
ら
例
を
引
こ
う
と
思
え
ば
い
く

ら
で
も
あ
る 。

ζ
れ
ら
の
例
で
は 、
補
語
が 、
受
身
文
中
に
も
文
脈
に
も
見
当
ら
な
い 。
し

か
し
「(
硯
を)
す
る」
「
言
ふ」
「
そ
乙
な
ふ」
「
見
入
る」
「
催
し
行
ふ」
「
焼

く」
「
行
ふ」
7」
ぽ
つ」
な
ど
め
動
詞
の
意
味
か2り
す
れ
ば 、
〈
動
作
主
〉
は

有
生
名
詞
で
あ
る
は
ず
だ 。
そ
し
て
〈
受
勤
者
〉
は
「
髪」
「
椎
の
木」
「(
際

風
の)
お
も
て」
「
国」
「
公
事」
「
三
井
寺」
「
節
会」
「
家」
な
ど
の
無
生
名

詞
で
あ
る 。
一
般
に
主
語
の
な
い
文
と
い
う
も
の
は
不
安
定
な
も
の
だ
か
ら 、

〈
動
作
主
〉
の
な
い
場
合
は 、
非
情
物
で
も
そ
れ
を
主
語
に
し
て
受
身
文
に
す

る
の
で
あ
る 。

と
ζ
で
も
う
少
し
〈
A
V
の
補
語
を
調べ
て
み
よ
う 。

第一
は
〈
動
作
主
〉
が
不
特
定
多
数 、
あ
る
い
は
人一
般
の
場
合
で
あ
ろ

う 。
帥
の
例
の
多
く
は
そ
う
み
て
よ
い
だ
ろ
う 。
2
の
「
言
は
る」
と
い
う
受

身
は
古
語・
現
代
詩
に
限
ら
ず
多
い
が 、
「
言
ふ」
主
体
は
人一
般
で
あ
る 。

つ
ま
り
「
人
に
言
は
る」
で
あ
る
が 、
わ
ざ
わ
ざ
「
人」
を
明
示
す
る
ま
で
も

あ
る
ま
い 。

5
の
「
近
う
立
て
た
る
扉
風
の
絵」
は
特
定
の
も
の
で
あ
ろ
う
し 、
そ
の
近

く
を
通
る
人
は
限
ら
れ
た
人
で
あ
ろ
う
が 、
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
を
特
定
す
る

必
要
は
な
い 。
要
す
る
に
不
特
定
多
数
の
人
が
と
の
扉
風
の
近
く
を
通
る
の
で

あ
る
が 、
誰
も
注
意
し
て
見
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る 。

以
下 、
「
公
事
ど
も」
を
「
催
し
行ふ」
人
々 、
「
西
国
寺
の
鐙」
を
「
あ
ま

た
た
び
鋳
た」
人
々
も 、
人一
般
と
い
う
も
の
で
な
く 、
限
ら
れ
た
人
で
あ
ろ

う
が 、
誰
で
あ
る
か
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
し 、
す
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
ろ

.つ 。
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「
文
保
に
三
井
寺」
を
「
焼
い
た」
の
は
延
磨
寺
の
衆
徒
で
あっ
た
か
ら 、

乙
の
場
合
八
動
作
主
〉
は
す
で
に
理
解
さ
れ
た
も
の
と
し
て
省
略
し
た
の
か
も

知
れ
な
い 。
し
か
し
要
す
る
に 、
と
の
文
で
は
八
動
作
主
〉
に
は
注
目
し
て
い

な
い
の
で
あ
る 。

ー
の
場
合 、
硯
を
すっ
た
清
少
納
言
自
身
の
体
験
を
述べ
た
も
の
か 、

般



何故受身か?

に
そ
の
よ
う
な
乙
と
を
述べ
た
も
の
か 、
ど
ち
ら
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が 、
い

ず
れ
に
し
て
も 、
硯
に
髪
が
入っ
た
ま
ま
す
ら
れ
た
そ
の
状
態
に
注
目
し
て
い

る
の
で
あ
る 。

第
二
に 、
〈
動
作
主
〉
は
特
定
の
人
物
で
あ
る
は
ず
だ
が 、
そ
れ
が
誰
か
不

明
の
場
合
が
あ
る 。
3
な
ど
は
特
定
の
人
物
が
「
下
襲」
を「
ひ
き
ち
ら
し
た」

ほ
ず
な
の
だ
が 、
作
者
に
は 、
そ
の
結
果
の
状
態
は
認
識
で
き
て
も 、
そ
の
行

為
を
直
接
は
見
ず 、
従っ
て
八
動
作
主
〉
も
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う 。

八一
A
V
型
に
は 、
「
t
ら
れ
た
り」
と
い
う
結
果
相
の
形
が
多
い
の
だ
が 、

結
果
は
知
り
得
て
も 、
八
動
作
主
〉
は
そ
の
結
果
か
ら
で
は
知
り
得
な
い
の
だ

か
ら 、
補
語
を
欠
く
非
情
の
受
身
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い 。

第
三
に 、
4
の
「
お
も
て
そ
乙
な
は
れ
た
る」
と
な
る
と 、
「
そ
乙
な
ふ」

八
動
作
主
〉
は 、
人一
般
で
も 、
不
特
定
多
数
の
人
で
も 、
不
明
の
人
で
も
な

く 、
お
そ
ら
く
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
自
然
に
「
唐
絵
の
扉
風」
が
黒
く

汚
れ 、

そ
の
「
お
も
て」
が
だ
め
に
なっ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。
「
そ
と
な
ふ・
そ

乙
な
は
る」
と
い
う
対
立
が
あ
る
か
ら 、
形
の
上
で
は
受
身
と
も
言
え
る
が 、

む
し
ろ
自
動
詞
と
み
るべ
き
で
あ
ろ
う 。
自
動
詞
で
あ
れ
ば
〈
動
作
主
〉
を
示

す
補
語
の
な
い
の
は
当
然
で
あ
る 。
と
こ
に
自
動
詞
文
と
受
身
文
と
の
接
点
が

あ
る 。以

上
の
よ
う
に
し
て 、
非
情
の
受
身
は 、
補
語
の
な
い
も
の
が
多
く 、
ま
た

だ
か
ら
こ
そ
非
情
の
受
身
に
な
る
の
で
あ
り 、
補
語
の
な
い
乙
と
に
よっ
て 、

自
動
詞
文
に
も
近
づ
い
て
行
く
の
で
あ
る 。

4 ・
そ
の
他
の
型

以
上
〈
+
+
V 、
八
十
A
V 、
八一
A
V
の
上
位
三
型
で
『
枕』
『
徒』
の

受
身
の
大
部
分
が
占
め
ら
れ
る 。
そ
の
他
で
目
立
つ
も
の
を
以
下
に
あ
げ
る 。

一
〉
型
は 、
『
枕』
七・
八
% 、
『
徒』
九・
O
で 、
四
位 、
五
位
で
あ

八一
る 。山内

L
紐
の
骨
に
吹
き
な
び
か
さ
れ
た
る:::
(
枕
剖)

2 .
あ
た
ら
し
き
油
単
に
機
は
い
と
よ
く
と
らへ
ら
れ
に
け
り
(
枕
別)

a
(
な
り
ひ
き
乙)
:::

あ
る
時 、
木
の
枝
に
か
け
た
り
け
る
が 、
風
に

ふ
か
れ
て
鳴
り
け
る
を:::
(
徒
路)

4
夜
寒
の
風
に
誘
は
れ
く
る
そ
ら
だ
き
も
の
の
匂
ひ
も:::
(
徒
必)

と
れ
ら
も
非
情
の
受
身
で
あ
る
が 、
無
生一
名
詞
の
〈
動
作
主一
〉
|!

と
れ
を

意
味
格
の
〈
動
作
主
V
と
す
る
か 、
〈
原
因
〉
と
す
る
か
の
問
題
は
さ
て
お

き
ーーー

が
補
語
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る 。
「
風」
の
よ
う
な
自
然
力
は 、
能
動

的
に
働
い
て 、
能
動
文
の
主
語
に
も
な
る
し 、
受
身
文
の
補
語
に
も
な
る 。
右

の
ほ
か 、
自
然
力
を
表
わ
す
名
詞
を
補
語
と
す
る
非
情
の
受
身
を
宮
地
(一
九

六
八)
か
ら
拾
う
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あっ
て 、
古
語
で
は
好
ま
れ
た
表
現

で
あ
る
と
と
が
分
る 。

日

水
に
裳
ま
る 、
雨
に
洗
は
る 、
霜
雪
に
を
か
さ
る 、
浪
に
寄
せ
ら
る 、

氷
に
閉
ぢ
ら
る 、
沫
雪
に
降
ら
る 、
岩
に
せ
か
る 、
風
に
そ
乙
な
は
る 、

日
の
光
に
照
ら
さ
る 、
雪
に
押
さ
る 、
地
震
に
倒
さ
る 。

〈
動
作
主
〉
も
〈
受
動
者
〉
も
乙
の
場
合
無
生
名
詞
だ
か
ら 、
受
身
文
は
つ

く
り
ゃ
す
い
は
ず
で
あ
る 。

と
れ
に
対
し 、
同
じ
非
情
の
受
身
で
も 、
八一
+
V
型
は 、
『
枕』
二
・

六

%
『
徒』
一
・

五
%
と 、
最
下
位
ま
た
は
そ
れ
に
近
い 。
つ
ま
り
有
標
で
あ
る

無
生
名
詞
を
あ
え
て
主
語
に
引
き
あ
げ 、
無
標
で
あ
る
有
生
名
詞
を
補
語
と
し

て
文
中
に
共
存
さ
せ
る
と
い
う
の
は 、
最
も
有
標
の 、
好
ま
れ
な
い
文
な
の
で

あ
る 。日ー
ん
に
お
ぢ
ら
る
る
うへ
の
き
b
は:::
(
枕
必)
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Z
知
り
た
る
人
の
前
に
て
は 、
と
の
さ
ま
ざ
ま
の
得
た
る
吟
::・

か
く

れ
な
く
知
ら
れ
ぬ
べ
し
(
徒
出)

も
う
ひ
と
つ
〈
+一
〉
型
は 、
『
枕』
一
・

七
%
に
対
し 、
『
徒』
一
コ
了
四

%
と
か
な
り
の
差
が
あ
る
ζ
と
が
目
立
つ 。

げ
L

女
の
髪
す
ぢ
を
よ
れ
る
綱
に
は
大
象
も
よ
く
つ
な
が
れ:::
(
徒9)

Z
念
仏
の
時
(
私
ガ)
睦
に
お
か
さ
れ
て
行
を
怠
り
侍
る
事
(
徒
鈎)

3.
人
皆
病
あ
り 。
病
に
犯
さ
れ
ぬ
れ
ば:::
(
徒
問)

と
の
型
に
対
応
す
る
能
動
文
は
八一
+
〉
型 、
つ
ま
り
無
生
名
詞
が
主
語
と

な
っ

て
有
生
名
詞
に
動
作
を
加
え
る
と
い
う
の
で 、
「
念
仏
の
時 、
睦
り
が
私

を
お
か
し
た」
の
よ
う
に 、
日
本
語
で
は
好
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う 。
そ
と
で
無

標
の
有
生
名
詞
を
主
語
に
し
た
受
身
文
の
方
が
む
し
ろ日
本
語
と
し
て
は
落
着

く
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る 。

J\ 

八
視
点
V
固
定
の
原
則

以
上 、
受
身
文
は 、
八
視
点
〉
の
原
理
か
ら
作
ら
るべ
く
し
て
作
ら
れ
る
こ

と
を 、
種
々
な
型
に
つ
い
て
見
て
来
た
が 、
〈
視
点
〉
固
定
の
原
則
と
で
も
呼

ぶ
べ
き 、
文
章
構
成
上
の
理
由
か
ら 、
受
身
文
が
作
ら
れ
る
と
と
も
あ
る 。
つ

ま
り 、
一
度
立
て
た
主
語
は 、
必
要
の
な
い
限
り 、
途
中
で
変
え
な
い 、
と
い

う
原
則
で
あ
る 。

『
徒
然
草』
の
六
O
段
は 、
「
真
乗
院
に
盛
親
僧
都
と
て 、
や
ん
ご
と
な
き
智

者
あ
り
け
り」
で
始
ま
り 、
全
段
と
の
「
僧
都」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る 。

つ
ま
り
「
盛
親
僧
都」
が
主
役
で
あ
り 、
ほ
と
ん
ど
すべ
て
の
文
が
「
盛
親
僧

都」
を
主
語
と
し
て
い
る 。
も
ち
ろ
ん
能
動
文
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る 。

叩ぬ
と
の
僧
都 、
み
め
よ
く 、
力
強
く 、

大
食
に
て 、
能
書 、
学
匠 、
弁
説 、

人
に
す
ぐ
れ
て
宗
の
法
燈
な
れ
ば 、
寺
中
に
も
重
く

恩
は
れ
た
り
け
れ
ど

トγ、
世
を
軽
く

恩
ひ
た
る
幽
者
に
て 、
万
自
由
に
し
て 、
大
方 、
人
に
従

ふ
と
い
ふ
事
な
し 。

と
の
文
も
「
僧
都」
を
主
語
と
し
て 、
九つ
の
述
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る 。

と
と
ろ
が
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
「
恩
は
れ
た
り
け
れ
ど
も」
と
受
身
に
なっ
て

い
る 。
と
の
「
思
ふ」
の
主
体
は
「
僧
都」
で
な
く 、
「
寺
中」
で
あ
ろ
う
が 、

「
寺
中
乙
の
僧
都
を
重
く

恩
ひ
た
り
け
れ
ど
も」
と
能
動
文
に
は
し
て
い
な
い 。

と
の
部
分
だ
け
主
語
を
変
え
て
能
動
文
に
し
て
も
悪
く
は
な
い
だ
ろ
う
が 、
そ

の
直
後
に
「
世
を
軽
く

恩
ひ
た
る
曲
者
に
て」
と
ま
た
「
思
ふ」
が
出
て
来

る 。
ζ
の
八
動
作
主
〉
は
「
僧
都」
で
あ
る 。
も
し 、
前
の
「
思
ふ」
を
能
動

文
に
す
る
と 、
そ
の
主
体
は
誰
な
の
か
混
乱
す
る
お
そ
れ
が
あ
る 。
更
に
そ
の

あ
と
の
記
述
も
すべ
て
「
僧
都」
を
主
語
と
し
て
い
る 。
そ
乙
で 、
途
中
の一

文
だ
け
主
語
を
変
え
る
よ
り
は 、
主
語
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
受
身
文
と
し 、
後

に
続
け
て
行
く

方
が 、
文
の
流
れ
が
自
然
に
な
る 。

も
う
ひ
と
つ
非
情
の
受
身
の
例
を
あ
げ
る 。

川町

み
な
紅
の
扇
の
日
い
だ
し
た
る
が 、
白
波
の
上
に
た
Y
よ
ひ 、
う
き
ぬ

し
づ
み
ぬ
ゆ
ら
れ
け
れ
ば::・
(
平
家
巻
第
十一
那
須
与
二

と
の
文
で
は 、
無
生
主
語
の
「一扇」
に
つ
い
て
四つ
の
述
語
が
あ
る
が 、
最

後
の
「
ゆ
る」
の
〈
動
作
主
〉
は
「
白
波」
で
あ
ろ
う 。
し
か
し
と
乙
で
「
白

波」
を
主
語
と
す
る
能
動
文
を
つ
く
る
よ
り
は 、
主
語
を
変
え
ず
に
受
身
文
と

し
た
方
が 、
文
が
な
め
ら
か
に
流
れ
る
で
あ
ろ
う 。

こ
れ
ま
で
あ
げ
た
例
文
の
中
に
も 、
〈
視
点
〉
固
定
の
原
則
の
働
い
て
い
る

も
の

||
例
え
ば
帥3
「(
な
り
ひ
さ
乙):::
あ
る
時 、
木
の
校
に
か
け
た
り

け
る
が 、
風
に
ふ
か
れ
て
鳴
り
け
る
を:::」

lー
が
あっ
た
が 、
八
視
点
〉

を
八
受
動
者
〉
に
お
い
て
受
身
文
を
つ
く
る
要
因
と
し
て 、
か
な
り
有
効
な
原

則
と
思
わ
れ
る 。
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九
文
体
の
ち
が
い
と
受
身
文

何故受身か?

も
う
ひ
と
つ
受
身
文
の
使
わ
れ
方
に
影
響
を
与
え
る
の
は 、
文
体
の
ち
が
い

で
あ
ろ
う 。
乙
の
点
に
つ
い
て
も
す
で
に
或
る
程
度
指
摘
さ
れ
て
い
る 。

ま
ず
話
し
と
と
ば
と
書
き
ζ
と
ば
と
で
は 、
書
き
ζ
と
ば
に
受
身
文
が
多
く

現
わ
れ
る 。
古
語
の
場
合 、
話
し
乙
と
ば
の
資
料
は
得
が
た
い
か
ら 、
乙
れ
を

確
か
め
る
の
は
む
ず
か
し
い 。

ま
た
同
じ
書
き
こ
と
ば
で
も 、
評
論・
随
筆
の
よ
う
な
抽
象
的
な
議
論
の
入

る
も
の
の
方
が 、
具
体
的
な
で
き
ご
と
を
叙
述
す
る
物
語
り 、
小
説
の
類
よ
り

も
受
身
文 、
特
に
非
情
の
受
身
が
多
く

使
わ
れ
る 。
個
人
的
な
文
章
に
対
す
る

公
的
な
文
章
も
同
様で
あ
ろ
う 。

す
で
に
述べ
た
『
枕』
『
徒』
は
随
筆
で
あ
り 、
非
情
の
受
身
は 、
そ
れ
ぞ

れ
二
七
%、
三
八・
八
%
も
あっ
て 、
清
水
(一
九
八
O)
に
よ
る
古
語
の
平

均
二ハ
%
よ
り
も
か
な
り一角
い 。
そ
し
て
現
代
語
で
も 、
例
え
ば
激
石
に
お
け

る
非
情
の
受
身
は
二
一
%
で
あ
っ

て 、
何
と
『
徒』
よ
り一
七
%
も
低
く 、

『
枕』
に
さ
え
及
ば
な
い
の
で
あ
る 。

と
の
よ
う
な
文
体
に
よ
る
受
身
文
の
使
わ
れ
方
の
序
列
も
お
そ
ら
く
か
な
り

普
遍
的
な
も
の
と
恩
わ
れ
る 。
つ
ま
り
古
語
に
お
い
て
も 、
現
代
語
に
お
い
て

も 、
日
本
語
に
お
い
て
も
西
洋
語
に
お
い
て
も 、
原
則
と
し
て
は
ち
が
い
は
な

い
と
思
う 。
た
だ
現
代
と
い
う
時
代
は 、
人
々
が
よ
り
抽
象
的・
一
般
的・
公

共
的
な
も
の
ど
と
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り 、
古
語
に
比べ
れ
ば 、
受
身
文

も 、
特
に
非
情
の
受
身
文
が
多
く
なっ
た
で
あ
ろ
う
と
は
考
え
ら
れ
る 。

十
お
わ
り

以
上 、
受
身
文
を
〈
視
点
〉
の
原
理
と 、
そ
の
序
列
の
立
場
か
ら
考
え
て
み

た 。
そ
れ
は一
つ
の
仮
説
で
あ
る
し 、
『
枕』
『
徒』
と
い
う
ど
く

限
ら
れ
た
資

料
を
通
じ
て
の 、
そ
の
仮
説
の
検
討
の
た
め
の
ケ
l

ス・
ス
タ
ディ
に
す
ぎ
な

かっ
た 。
そ
の
普
遍
性
は 、
古
語
に
つ
い
て
更
に
多
く
の
資
料
を
分
析
し 、
現

代
語
も
分
析
し 、
西
洋
語
そ
の
他
の
言
語
の
受
身
文
に
つ
い
て
も
研
究
を
ひ
ろ

げ
て 、
は
じ
め
て
根
拠
の
あ
る
も
の
と
な
る 。
こ
れ
は
大へ
ん
な
手
間
と
ひ
ま

の
か
か
る
作
業
で
あ
る 。
実
は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
す
で
に
或
る
程
度
の
研

究
は
試
み
た
上
で
の
仮
説
な
の
で
あ
る
が 、
すべ
て
省
略
に
従
う 。

現
代
詩
の
ラ
ジ
オ・
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
を
分
析
し
た
も
の
に
奥
津
(一
九
八

一一)
が
あ
り 、
英
語
に
つ
い
て
は
す
で
に
あ
げ
た
τ
♂
2
2
p
司ユ
2
ら
の

ほ
か
に
。
包
宮
子可
の
原
理
か
ら
英
語
の
受
身
文
の
序
列
を
論
じ
た
E-r

(凶
器O)
な
ど
が
あ
る 。

「
非
固
有
説」
に
つ
い
て
い
え
ば 、
そ
れ
は
日
本
語
の
受
身
を
誤っ
て
と
ら

え
て
い
た
し 、
西
洋
語
の
受
身
も
誤
解
し
て
い
た
と
思
う 。
ζ
の
二
重
の
誤
解

の
結
果
が
「
非
固
有
説」
な
の
で
あ
る 。

注

清
水
(一
九
八
O)
の
数
字
は 、
直
接
受
身・
間
接
受
身
を
あ
わ
せ
た

も
の
に
つ
い
て
の
数
字
で
あ
り 、
小
論
の
は 、
直
接
受
身
の
み
の
数
字
で

あ
る 。
し

か
し
間
接
受
身
は
ω
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
一
O
%
以
下
で

あ
り 、
し
た
が
っ

て
清
水
と
小
論
と
の
数
え
方
の
ち
が
い
は 、
小
論
の
結

論
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い 。

文

献

青
木
伶
子
ご
九
八
O)
「
受
身
表
現」
『
国
語
学
大
辞
典』

井
上
和
子
(一
九
八
O)
「
変
形
文
法
の
軌
跡」
『
月
刊
言
語』
九
l一

一

奥
津
敬一
郎
(一
九
八
二)
「
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
の
受
身
文

||
視
点

の
立
場か
ら
||」

第
十
三
回
国
際
言
語
学
者
会
談
で
の
発
表
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久
野
陣
(一
九
七
八)
『
談
話
の
文
法』
大
修
館

小
杉
商一
(一
九
七
九)
「
非
情
の
受
身
に
つ
い
て」
『
担
問
建
国
語
助
詞
助
動

詞
論
叢』

清
水
慶
子
(一
九
八
O)
「
非
情
の
受
身
の一
考
察」
『
成
康
国
文』
第一
四
号

土
屋
信一
(一
九
六
三)
「
東
京
語
の
成
立
過
程
に
お
け
る
受
身
の
表
現
に
つ

い
て」
『
国
語
学』
五一
集

同

(一
九
六
九)
「
れ
る
・
ら
れ
る
||

受
身八
現
代
籍V
||」

松
村
明
筋

『
酌
傾
向一
助
詞
助
動
詞
詳
説』

橋
本
進
吉
(一
九
三
ニ
「
助
動
詞
の
研
究」
『
橋
本
進
吉
著
作
集』
第
八
冊

松
村
明
二
九
五
八)
「
明
治
以
後
の
日
本
語」
『
講
座
現
代
語
学
E』

松
下
大
三
郎
(一
九
三
O)
『
改
選
標
準
臼
本
文
法』
(
勉
誠
社
復
刊
本
(一
九

七
四))

三
浦
法
子
二
九
七
三)
「
平
安
末
期
の
受
身
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察」
『
岡

大
国
文
論
稿』
創
刊
号

三
矢
重
松
(一
九
O
八)
『
高
等
日
本
文
法』
明
治
書
院

宮
地
幸一
(一
九
六
八)
「
非
情
の
受
身
表
現
考」
『
近
代
詩
研
究』
第
二
集

村
田
勇
三
郎
(一
九
八
二)
『
機
能
英
文
法』
大
修
館

山
田
孝
雄
(一
九
O
八)
『
日
本
文
法
論』
宝
文
館

湯
沢
幸
吉
郎
(一
九
五
二
『
現
代
口
語
の
実
相』
習
文
社

和
国
利
政

二
九
六
九)
「
る
・
ら
る
(
付
ゆ
・
ら
ゆ)

||
受
身
八
古
典
語
V
||」

松
村
一明
市川
『
肘
偶
蹄
助
詞
助
動
詞
詳
説』

同吋釦-
F
HN・(
忌∞O)
何
百聞u
syu『
河江口口一
MLO目白ロ晶
子。
C
8
0『
子四
勺曲目巳
2・

ま
国曲同〈阻
止
ωHE円四一四回目ロ
ω可ロ
gH
同ロ円四
ω冊
目白
同丘町
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ω

句HF冊目・
0・(H
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R
〉
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与
の
g
g
g曲HS

同
2
320
P
0・(HUMS

-25
MMrロ0
8旬
}司
氏
。
E
B
B曲円3
(
半
回一
郎

訳
『
文
法
の
原
理』
(一
九
五
八)
に
よ
る)

関
口
H
O
門田
p

ω・
(
H
C
吋
由)

O
ロ

』
印
刷》
曲
ロ
g
巾

句
曲
目白
Z
2・
RR
】M
印
刷》
四
円田

宮

出
口
ロ
O
門
口町

同内
曲N
z
r
o
H
ロ
口
口
市
毛

Z
E
E-
d司・(HU
S
F
ZmrH
〉
2
3口
芯江田江口
ω〈O
Hh
a
E凹巾・

町内ω可ロ
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当rxロ帽
子
巧・(H∞∞吋)
会何回田町
三宮]加
え
開口開立
与
の同曲
目白血『3

〔
付
記〕

本
稿
の
成
る
に
つ
い
て
は 、
国
立
国
語
研
究
所
の
土
屋
信一
氏
か
ら
文
献
に

つ
い
て
懇
切
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た 。

ま
た
成
媛
大
学
の
宵
木
伶
子
氏
に
は 、
草
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
き 、
貴
重
な

御
意
見
を
い
た
だ
い
た 。

小
論
の
結
論
に
つ
い
て
は 、
も
と
よ
り
私
が
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る

が 、
右
の
両
氏
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い 。

ま
た
用
例
カ
l
ド

の
作
成・
整
理
な
ど
に
つ
い
て
は 、
都
立
大
学
院
生
和
泉

善
子
氏 、
沼
田
善
子
氏
に
お
世
話
に
な
っ

た 。
両
氏
に
も
御
礼
申
上
げ
る 。

な
お
小
論
は 、
文
部
省
科
学
研
究
費
特
定
研
究
「
言
語
の
標
準
化」
第
四
斑

(
井
上
和
子
代
表)
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る 。

〔
文
献
追
加〕

投
稿
後 、
次
の
文
献
を
見
た 。
小
論
と
の
関
連
で
共
に
重
要
な
も
の
で
あ

る 。原
因
信一
(一
九
七
四)
「
中
古
語
受
身
文
に
つ
い
て
の一
考
察」
『
文
学
語

学』
七
四
号

ω〈ω円再
三
F
』・
(
呂田町)
Oロ
〈o-
8
宙
開口問]ur
〈叩Hr・

||
東
京
都
立
大
学
教
授
l|
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